
 

（第２号様式）   
令和８年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立みどり支援学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月19日実施） 

総合評価（３月４日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

○小中高一貫性のある

教科指導を中心とし

た教育課程の編成を

行う。 

・「みどりの学び」の

充実（教育課程編成

表と日課表の改定） 

○教科の視点に立った小

中高一貫性のある教科

指導についての改善や

検証を図る。 

①教科会を10教科(G)設定

し、各学部の指導内容の

共有を行う。 

②教育課程チームを中心

に、昨年度作成した年間

指導計画を運用し、書式

の検討を推進する。 

 

 

③教育課程編成表について

知り、教科等を合わせた

指導について現在の編成

表と実際の授業について

検証する。 

 

① 教科会を 10 教科(G)設

定し、各学部の指導内容

の共有ができたか。 

②-1 年間指導計画の新書

式を運用することができ

たか。 

②-2 年間指導計画を運用

し、書式の検討を勧める

ことができたか。 

③-1 教育課程編成表につ

いて全教員が知ることが

できたか。 

③-2 教科等合わせた指導

について授業を検証する

ことができたか。 

①各教科会で、各学部10
教科の取り組みを共有
し、系統性を持たせる
ための課題や改善策を
まとめた。学部毎に取
り組んでいたものを知
ることで、小中高を通
してつけたい力や内容
を確認することができ
た。 

②各学部で、新書式を運
用したり、振り返りな
どの書式を追加したり
して取り組んだ。 

 
③各学部で教育課程編成
表を学部会で確認・共
有、現状の教育実践と
検証し課題を話し合う
ことで、次年度の教育
課程編成表や日課表の
改定等に取り組んだ。 

①教科会で提案された
アイディアから、指
導内容の共有、他学
部の指導案や教材等
の連携を進めていく
と共に、施設や物品
の確認、整理を連携
しながら進めてい
く。 

 
②年間を通しての新書
式で実践を行った課
題等の振り返りを年
度末に行いまとめ
る。 

③次年度当初に改定し
た教育課程編成表の
ポイントを各学部で
共有して、教育実践
に生かしていく。 

① 学部横断のメンバー  
 での検討や年間指導計 
 画の改善により系統性 
 のある学習活動の推進 
 に向かっている。続け 
 ていくことで「みどり 
 の学び」が確立してく 
 る。 
 
 
② 教科等を合わせた指
導の検証や学習のねら
いの明確化など組織的
に取り組めている。 

 
③ 引き続き教育課程編 
 成表のポイントを各学 
 部で共有して、学びの 
 足跡を創り教育実践に 
 生かしてほしい。 

① 教科を継続して実
施し一貫性のある
指導内容について
協議することが課
題である。 

 
 
 
 
 
② 新書式で年間指導
計画を作成し誰で
も運用できるよう
にすることが課題
である。 

③ 教科等を合わせた
指導について、内
容の整理を進める
ことができた。教
育課程編成に活か
したい。 

 

① 教科会において
１～２年目で行
った各教科の指
導 内 容 を 共 有
し、本校の教科
指導について年
間指導計画の見
直しを行う。 

 
 
② 新書式で計画を
作成し単元や内
容の検証を行い
つつ活用する。 

 
③ 新教育課程編成
表をもとに、各
学部が情報共有
し、小中高の一
貫性あるよりよ
い教科学習に取
り組んでいく。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

○アセスメントに基づ

く「個別最適な学

び」と「協働的な学

び」を両面から推進

する。 

・自立活動の視点を踏

まえての実践の推進 

○自立活動の視点でアセ

スメントを行い、個々

の育てたい力を明確に

する。 

○各学部の実践等を活用

し「個別最適な学び」

と「協働的な学び」の

視点で授業内容を整理

し、授業改善を図る。 

 

 

①自立活動の視点でアセス

メントを実施し指導に生

かす。 

 

 

 

②授業改善の視点で授業を

見合いながら、ねらいや

活動内容、児童生徒の姿

などについて、授業に関

わるメンバーで対話や意

見交換を行う。 

①-1 自立活動の視点を全

教員で確認することがで

きたか。 

①-2 自立活動の視点でア

セスメントが実施され、

記録されたか。 

②-1「個別最適な学び」と

「協働的な学び」が両立

する視点を単元の評価や

学習計画に取り入れるこ

とができたか。 

①自立活動の内容６区分
27 項目について、学部
の全職員で共有した。
また、27 項目につい
て、他県の具体的かつ
詳細な例示を指導に生
かすことができた。 

②-1「授業づくりの基礎
基本」に関する研修を
実施し、共有すること
ができた。授業リフレ
クションでは、意見交
換や指導略案作成への
意識が広がった。 

②-2  1 月に研修を実施
し、２つの視点につい
ての理解を学校全体で
深める機会を設け、今
後の授業改善へ向けた
基盤の形成が進んだ。 

①学部の全職員で共有
した詳細な自立活動
の内容を活用して、
引き続きアセスメン
トし、指導に生かし
ていく。 

 
②-1 リフレクションに
おける意見交換が十
分に行われない場面
もあるため、取り組
みについての分かり
やすい共有方法や流
れの改善が必要。 

②-2 研修で得た視点を
日常の授業改善に具
体的に反映させる段
階には至っていない
ため、来年度以降継
続して取り組む。 

① 自立活動は全ての学
習に関わる。児童・生
徒の意思や意識も含め
実態把握を基に指導・
支援を進めたい。 

 
 
 
 
②「授業づくりの基礎基
本」に関する研修を実
施し、共有することが
できた。授業リフレク
ションでは、意見交換
や指導略案作成への意
識が広がったのは大き
な成果である。今後も
継続して取り組んで欲
しい。 

①-1 自立活動につい
て理解を高めた。 

 
 
 
①-2 自立活動の視点
でアセスメントを
丁寧に記録した。 

 
②「個別最適な学
び」と「協働的な
学び」の２つの視
点についての理解
を学校全体で深め
る機会を設け、今
後の授業改善へ向
けた基盤の形成が
進んだ。 

① 自立活動の視点
で日々の振り返
りを記録する。
アセスメントを
指導に生かす。 

①-2 評価した記録 
 を授業実践に結 
 び付けていく。 
 
② 育てたい力から
「伝える」をキ
ーワードとし、
「個別最適な学
び」と「協働的
な学びの２つの
視点についてさ
らに深い学びに
繋げていく。 

３ 進路指導・支援 

○キャリア教育の視点

に立ち、発達段階に

応じた進路指導・支

援を充実させる。 

・「キャリア教育の視

点に立った育てたい

○キャリア教育の視点に

立ち、発達段階に応じ

た育てたい力を整理し

共通確認する。 

①-１「キャリア教育の視

点に立った育てたい力」

を検討する。 

①-２高等部の校内実習に

ついて、内容等検討し、

整理する。 

①-１ 「キャリア教育の視

点に立った育てたい力」

を検討できたか。 

①-２ 高等部の校内実習に

ついて、内容等検討し、

整理できたか。 

①-1「キャリア教育の視
点に立った育てたい
力」を検討した。 

 
①ｰ2 10月実施の後期校
内実習でも、全学年と
もに生徒の実態に合わ
せて、期間内で取り組
める内容や量で受注作

①-1 ３月の職員会議に
て、全教職員に周
知、さらに内容の改
善・活用につなげて
いきたい。 

①-2 今後も、進路担
当と協働しながら、
生徒の実情に合わせ
て、受注作業と校内

① キャリア教育の視点
に立った「育てたい
力」を全教職員に周知
したことは成果であ
る。それを次の研究と
繋げていってほしい。 

①—3 新書式を作成し 
 て、後期校内実習では
１年生を含めて全学年

① 職員会議にて、全
教職員に周知、さ
らに内容の改善・
活用に繋げる。 

  また、進路担当と
協力しながら校内
実習を進めてい
く。 

 

①「キャリア教育
の視点に立った
育てたい力」を
全 校 に 周 知 す
る。 

・評価基準に沿っ
て統一した評価
ができるよう評
価者の資質向上



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月19日実施） 

総合評価（３月４日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

力」の作成と活用 ①-３高等部校内実習の評

価基準の再検討を行う。 

②キャリア教育や進路に関

する教職員研修を実施す

る。 

①-３校内実習の評価基準

の再検討できたか。 

②キャリア教育や進路に関

する教職員研修を実施で

きたか。 

業を調整しながら行っ
た。 

①-3 新書式を作成し
て、後期校内実習では
１年生を含めて全学年
で使用し、評価に取り
組み活用を進めた。 

②進路支援担当から、３
月に教員研修として、
みどりの進路に関する
報告会を行う予定。夏
季休業中に地域連携学
習会を実施した。 

資源を使った作業の
調整を進めていく。 

①-3 次年度は改良し
た新書式を継続して
使用し、校内実習や
現場実習、進路指導
の充実を図る。 

②次年度は、教職員の
進路に関するニーズ
にあった教職員研修
を、参加しやすい日
程の検討や周知の仕
方等工夫していく。 

で使用できた。取り組
みをブラッシュアップ
してより活用できるも
のを作り上げる。 

 
 
 
② 教職員の進路に関す
るニーズにあった教職
員の研修について、参
加しやすい日程の検討
や周知の仕方等工夫し
ていく。 

 
 
 
 
 
 
 
② 夏季休業中に地域
連携学習会を実施
した。また、進路
支援担当が教員研
修として、報告会
を行った。 

を図る。 
 
 
 
 
 
 
② ニーズに合った
研修キャリア教
育や進路に関す
る教職員研修を
実施する。 

４ 地域等との協働 

○センター的機能を発

揮し、地域の支援教

育向上に努める。 

・地域への教育情報の

発信を充実させる。 

○交流及び共同学習、

地域での活動を通し

て相互理解を深め

る。 

・双方向での学校間交

流及び地域交流の充

実 

○地域への教育情報の発

信について、引き続

き、改善や充実を図

る。 

○互いの学びとなる双方

向での交流の視点で現

在の交流学習等の形態

を見直す。 

①教育情報を地域に複数の

手段で発信するひとつと

して、ホームページに教

材のページを掲載する。

そのためのCMS操作研修

を行う。 

②学校間交流を継続しなが

ら、双方向での学校間交

流を計画する。 

①-1 CMS操作研修を実施で

きたか 

①-2 ホームページで教材

の紹介ができたか。 

 

 

②双方向での学校間交流を

試み検証ができたか。 

①-1 ホームページ作成
にあたり、CMS 操作研
修で使用した資料を参
考にした。 

①-2 ホームページに 39
の教材を掲載すること
ができた。 

 
 
 
②互いの学習や取り組み
内容を踏まえ、作品交
流や交流学習の内容を
相談し、学校間交流を
行うことができた。 

①必要に応じて、掲載
する教材の追加をして
いく。 
 
 
 
 
 
 
 
②学校間で交流につい
ての確認後、担当者
同士での打合せや計
画をするにあたり、
１学期から担当者間
でやりとりが行える
よう進められるよう
計画していく。 

① 地域の教育力向上の
ため、引き続き様々な
発信や取り組みと合わ
せて活用できるホーム
ページにするための検
討が必要である。 

 
 
 
 
② 交流及び共同学習や
地域での学習活動は、
より推進をしていきた
い。 

①-1 教材紹介のＨＰ
が作成できた。 

①-2 新たな方法を模
索し、周知ができ
た。 

 
 
 
 
 
② 双方向での交流を
拡げることができ
た。 

②-3 公園等複数の場 
 で活動し、行事や 
 展示にも参加し 
 た。 

①「みどり支援学
校のＨＰに支援
に係る情報があ
る」ことを広く
周知する。 

・地域の教職員や
事業所などに向
けた公開講座を
開催する。 

 
② 双方向での学校
間交流を検討を
深めながら、地
域での活動の発
信と活動を継続
する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

○災害を想定した防災

対策を進める。 

・現実的な防災教育と

組織的な避難体制の

構築と実現 

○安心安全な学校管

理・学校運営の体制

の確立を推進する。 

・各種マニュアルの改

定と運用、会計シス

テムの構築と運用 

○働き方改革の促進と

意識の醸成 

○従来から行ってきた防

災訓練や防災教育を現

実的想定のもと見直

す。 

 

○給食、保健指導、スク

ールバスについてマニ

ュアル改定や会計シス

テムを見直す。 

 

 

○働きやすい職場を目指

し、ICT 等を活用した

業務の効率化の構築 

①-１緊急参集（福祉避難

所）マニュアルを見直し

ながら防災倉庫・物品等

について研修会を実施す

る。 

②それぞれのチームで、洗

い出された課題点を見直

し、業務内容・マニュア

ル等を検討実証する。 

 

 

③Teams を活用し情報の整

理と業務の効率化を図

る。 

①-１ 緊急参集（福祉避難

所）マニュアルを見直し

ながら防災倉庫・物品等

について研修会を実施で

きたか。 

② 洗い出された課題点を

見直し、業務内容・マニ

ュアル等を検討実証でき

たか。 

 

 

③Teams を活用し情報の整

理と業務の効率化を図る

ことができたか。 

①-１ 初転任者を対象
に、研修会を行った。
また、福祉避難所運営
マニュアルの見直し、
更新を行った。 

①-２新栄高校との合同
避難訓練を 10/31 に実
施し、迅速かつ安全な
避難について進めるこ
とができた。 

①-３ みどり防災デーで
の防災学習について、
全体で体験ブースを設
置し、各学部・学年の
体験活動を行った。 

①-４ 11～12 月にかけ
て、各学部及び分教室
ごとに引き渡し訓練を
実施した。 

②学校徴収金システムを
見直し、私費会計事務
への移行を進めること
ができた。 

③来年度に向けた改訂を
完了し、Googleドライ
ブについては、４つの
ドライブを１つに統合
することができた。 

①-１福祉避難所運営マ
ニュアルについては
横浜市とも連携を図
りながら職員への周
知していく。 

①-２ 消防署と連携し
ながら、避難困難者
への対応策を再度検
討する。 

①-３ 地域、保護者の
方の参画に向け、別
日開催など、活動時
間を十分確保できる
よう次年度以降計画
していく。 

①-４ 次年度以降、学
校全体の動きの確認
や学部ごとの動線の
整理をしていく。 

②学校徴収金スケジュ
ールの改善に伴う会
計事務処理の事故防
止につなげていく。 

③各フォルダについて
は、各学部の教材運
用が決まり次第、フ
ォルダ構成を策定し
整理を進めていく。 

① 防災への具体的取組
みは進み始めている。
具体的な取組みを図っ
ているので継続して推
進していきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②個人情報・会計処理に

ついてより明確で適切
な処理が必要である。 

 
 
 
 
③業務の効率化に当たる

まではいっていないの
で一つ一つ整理し働き
方改革に繋げてほし
い。 

①-1 想定を変えるな
どし、対応力を広
げる取組みを行っ
た。 

①-2 避難ルートのマ
ニュアル等を作成
できた。 

 
①-3 計画とシミュレ
ーションを行え
た。実施が課題。 

 
 
 
②各種マニュアルの

見直しや業務の改
善等を行った。醸
成を図りたい。 

 
 
 
③ 来年度に向けた改

訂 を 完 了 し 、
Google ドライブに
ついては、４つの
ドライブを１つに
統合することがで
きた。 

① 緊急参集（福祉
避難所）マニュ
アルに基づいた
研修会を実施す
る。 

①-2 様々な想定で
避難訓練を継続
実施。地域、保
護者の方も含め
たみどり防災デ
ーを計画立案す
る。 

①-3 シェイクアウ
ト訓練や引き渡
し訓練を行いマ
ニュアルの見直
しをする。 

② 課題点を見直
し、業務内容・
マニュアル等を
検討実証する。 

③ 引き続き Teams
と統合型校務支
援システムを活
用し、情報の整
理と業務の効率
化を図る。 

 


